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「板橋区いのちを支える地域づくり計画２０２２（素案）」 

に対するパブリックコメントと区の考え方 
 

◎ 募集期間：令和元年 10 月 12 日（土）～10月 28 日（月）【17 日間】 

◎ 件数：２５件・３人（ファックス２人、Ｗｅｂ提出１人、メール・持参０人） 

 

№ 項目 意見の概要 区の考え方 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 章  

 

計画策定の 

 

趣旨等 

（1）区の計画の数値目標は、国の目標

値（2015 年比、2026 年までに自殺死亡

率 30％以上減少）に合わせた数値にな

っている。しかもこの計画は 2022年まで

の 3か年の計画期間である。「板橋区い

のちを支える地域づくり計画」であれ

ば、区民すべての人が大切な命を自ら

断ち切ることが無いよう支援することが、

この計画書の目標値ではないか。あくま

でも板橋区の自殺死亡率は計画期間

がどうであれ、目標値は０％であって

（自殺者なし）、それに向かっての自殺

対策計画であるべきだ。 

 

 

 

 

 

 

本計画では、自殺総合対策大綱に

基づき「誰も自殺に追い込まれるこ

とのない社会」の実現をめざして策

定しております。 

目標は「０人」であるべきというご意

見は理解できますが、計画としては

実行性が必要と考えます。目標設

定に際しては、国の自殺死亡率の

目標値に合わせ、設定しておりま

す。 

 

 

（2）「誰一人として 取り残さない社会」

をめざすと言いながら、自殺者数 70 人

以下などと自殺を黙認するような目標設

定で、真剣さが感じられない。年間自殺

する 70 人の方々は「誰一人」の中には

入らないのか。「自殺ゼロ」という明確な

目標を掲げて、もっと真剣に取り組むべ

きではないか。 

２ 
 

 

 

（3）関連する他計画との関係を示すと、

それらの計画に捕らわれて、個別計画と

しての専門性や実効性が薄くなってしま

っていると感じられる。自殺予防という点

に特化して、もっと内容の濃い計画を示

すべきではないか。 

他計画が既に策定・実施されている

中で制定された「自殺対策基本法」

及び「自殺対策大綱」において、す

べての自治体に計画策定が課され

ました。自殺対策は多様かつ複合

的な要因があり、必要な支援も多岐

に亘るため、他の計画との関係づけ

は必要と考えます。 

３  

（4）「地域共生社会」について説明され

ているが、行政側目線の都合の良い解

釈ではないのか。一般区民にとっては、

まるで区民に役割を丸投げされ、見放さ

れているようで、やるせなくなる。行政が

このような認識でいるから、板橋区は他

の地域と比べても自殺する人が多いの

ではないか。 

 

ご意見として承りました。「いのちを

支える地域づくり」をめざし、庁内で

も自殺対策を「自分事」として連携し

て行動しつつ、関係機関・地域と連

携・協力を広げ、自殺対策を包括的

に進めてまいります。 

なお、自殺対策に対する評価につ

いては、本計画の 35 ページの記載

の通りです。 
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№ 項目 意見の概要 区の考え方 

４  

（1）すべての対策項目ごとに（継続・強

化・新規）責任を以って実行管理する行

政窓口を明記して頂くと区民にとっても

わかりやすい。この計画全体の進捗管

理する中枢は、当然に健康生きがい部

予防対策課である。 

本計画は、区の事業だけではなく、

関係機関や、民間、地域が行ってい

る取組も含め、連携と協力を図って

いく計画であるため、対策ごとの所

管部署を記載する形にはしておりま

せん。 

５ 

 

 

 

 

 

 

第 3 章 

 

板橋区の自殺 

 

対策への取組 

（2）自殺対策を支える人材育成の中で

ゲートキーパーの研修項目がある。区

民に対してアンケート調査した結果で

は、「ゲートキーパー」の言葉自身を聞

いたことがない人とその意味がよくわか

らない人を合わせると回答者のうち

86.5％ほどの区民がいるのが現状であ

る。今まで行ってきた区民に対する広報

等の仕方に問題がなかっただろうか、今

後どの様な強化策をたて具現化してい

くのか掲載してもらいたい。 

本計画１４ページに記載しています

ように、毎年、広報いたばしの特集

記事や町内掲示板への自殺予防ポ

スターの掲示、ホームページでの啓

発などで周知を図っています。さら

に、ゲートキーパーの役割の効果的

な周知と、様々な対象者が受講しや

すい研修の実施を進めてまいりま

す。 

６  

（3）研修対象者を板橋区全職員、関係

機関職員、関係職種職員等にしたうえ、

機会があることに何回でも実施して、行

政職員のゲートキーパーとしての質の

向上をも図って欲しい。また、ゲートキ

ーパーの研修対象者の拡大を検討する

のではなく早急に具現化するべき。 

ゲートキーパー研修はこれまでも対

象を拡大してきました。今後も対象

者を広げると共に、質の向上をめざ

し実施してまいります。 

７  

（4）各種相談窓口との連携と関係機関

等の連携による支援の中に、新規対策

項目として「複数窓口間の情報共有カ

ード（仮称）」の作成が計策されている。

これは相談者の負担軽減と真の相談内

容を早期に把握できること、また、時系

列に記載してゆく事でその人の相談内

容に適した真の支援策が見出せる利点

があると思う。そして、相談してきた区民

がその後どの様な状況下で生活してい

るのかの個別フォロー管理表にも活用

できる管理カードになると思う。早期に

関係部署が協議して実効性のある管理

カードを作成して実行できるようにして

欲しい。 

「複数窓口間の情報共有カード（仮

称）」の作成及び効果的な実行に向

けて、検討を進めてまいります。 
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№ 項目 意見の概要 区の考え方 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 章 

 

板橋区の自殺 

 

対策への取組 

（5）新規事業に「板橋区精神科医療機

関間情報交換会」があるが、板橋区内

には他区に比べ多くの精神医療機関

（精神専門病院・総合病院精神科・心療

内科・町中のメンタルクリニック等）が沢

山存在している。国の精神保健福祉対

策本部では各自治体において、「精神

障害にも対応した地域包括ケアシステ

ムを構築する」ことを求めている。 

自殺者には精神的に悩みを抱え地域

社会とのつながりを持てなくなり、何の

支援も受けられずに自ら命を絶つ人が

多くおられる。この医療機関間情報交

換会が地域包括ケアシステムの構築の

プロジェクトの中に入り、早期に板橋区

の精神障がいにも対応した地域包括ケ

アシステムを構築して具現化する必要

がある。 

ご意見として承りました。 

各医療機関がお互いの機能やノウ

ハウに関する情報を共有し、役割分

担ができるような場を設けるための

検討を進めます。精神障がいを含

む、多種多様な障がいに対応した

地域包括ケアシステムは、本計画だ

けでなく、区としての今後の課題と

認識しています。 

９ 

 （6）板橋区自立支援協議会との連携緊

密化を継続して行く事になっているが、

同協議会の過去の会議録を再度読ん

だが、障がい者の自殺対策について意

見交換や課題にあげられた経緯は全く

ない。今後は障がい者に対して実のあ

る自立支援協議会の内容になるように、

健康生きがい部予防対策課と福祉部障

がい者福祉課との連携を一層強化する

ようにお願いしたい。 

ご意見として承りました。 

引き続き、健康生きがい部予防対策

課と、福祉部障がい者福祉課との連

携に努めてまいります。 
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№ 項目 意見の概要 区の考え方 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 章 

 

板橋区の自殺 

 

対策への取組 

（7）現状の「板橋区内の重点対象者」を

行政と関係機関との連携のもとで個別

具体的にリストアップ化することで対象

者が明確化され早期に対応ができて実

効性が上がると思う。これまでの自殺者

の多い集団（失業・無職・ひとり暮らし・

ひきこもり・孤独・孤立されている中高

年）で地域社会とのつながりのない人、

出来ない人が多くを占めている。この対

象者の個別リストアップ先を行政相談員

等が個別訪問し、直接本人と面談して

支援の必要性の有無を聴き出しつなが

りを作り、それに対応して行くアウトリー

チ型相談支援を実践すること。 

 

ご意見として承りました。 

個別リストアップにつきましては、個

人情報の扱いが難しい点もあること

をご理解ください。 

11  

（8）小中学校の子供たちに対しては、全

教職員たちがゲートキーパーになり校

内に於ける子供たちのいじめ・仲間は

ずれ・不登校などにアンテナをはり、早

期に感知し対応して行くことが必要。特

に不登校生徒にはスクールソーシャル

ワーカーが個別家庭訪問などを行い、

本人と直接面談して本人の話をよく聴き

信頼関係を築き上げて対応することが

大切。不登校は家庭内にも問題がある

こともあるので、必ず本人子どもと直接

お話しすることが大切である。 

教職員を対象としたゲートキーパー

研修を、今後も推進してまいります。

不登校児へのスクールソーシャルワ

ーカーの家庭訪問を含む個別支援

は、既に実施しております。 

 

 

12  

（1）この自殺対策計画の推進体制で、こ

の計画書のＰＤＣＡサイクルを 2022年ま

では、年一回は必ず取組項目毎に進捗

状況を管理して、その都度区民に公開

公表することを求める。 

年１回進捗状況を把握・評価する予

定としています。 

 

13 

 

 

計画全般に 

 

関すること 

（2）従来から掲げ継続し実行されてきた

自殺対策項目が沢山あるが、板橋区の

自殺者は年間100人近くもいて 23区内

上位 7 番目※となっている。これは今ま

で実行してきた対策が如何に実効性の

無いものであったと言わざるをえない。

この主な要因が何であるか行政は分析

把握して、そのうえで自殺対策計画を立

て実行することが重要。 

ご意見として承りました。 

引き続き、本計画は実態を分析し、

策定してまいります。 

※区の人口規模により自殺者数は

増減しますので、23 区で比較する

場合、自殺死亡率でみる必要があり

ます。板橋区の自殺死亡率は、計

画の７ページに記載しました通り、

23 区中 14 番目となります。 

14  

（3）3，40 代の自殺者数がもっとも多いと

されていながら、それに対して有効な対

策が示されていない。問題の要因を丹

念に分析して、早急に対策をとるべきで

はないか。 

地域の自殺の実態を詳細に分析し

た「地域自殺実態プロファイル」など

による板橋区のデータをもとに計画

を策定しております。 
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№ 項目 意見の概要 区の考え方 

15  

（4）最終的には健康問題となり自殺に

至るとされているが、だとしたら、そうなら

ないために健康面に着目して施策を考

える必要があるのではないのか。 

心身の健康問題への支援につきま

しては、本計画の 25 ページに記載

しています。 

16  

（5）板橋区には、40 歳代で無職の男性

が安心して出向き、活動できる居場所

がないので、孤立し悩みを抱え込み絶

望した末自殺してしまうのではないか。 

本計画の 27・28・29 ページにおい

て、重点対象者への支援として記載

しています。 

17 

 

 

 

 

 

 

計画全般に 

 

関すること 

（6）板橋区では何か計画を立てると、そ

のつど推進本部や協議会を設けるが、

有用性が乏しい「形だけ」になってしまう

ので、その組成については有用性を担

保して設けるべきではないか。自殺未

遂者や自死遺族など、問題意識を強く

持ち、解決に向けた取り組みを真剣に

なって考えている人から意見を聞きとる

ことが重要ではないか。 

本計画策定にあたり、板橋区自殺

対策地域協議会を設けるとともに、

様々な研修などの場で、自死遺族

や自殺未遂者の方々に関わってい

る方のご意見や取組をうかがって、

本計画を策定しています。  

 

18  

（7）日本で自殺者数が多いのは、福祉

の意識が低く、社会的な問題の本質を

理解せず、制度や施策はお金を掛ける

だけで、他人事で心なく行われるからで

はないか。 

ご意見として承りました。 

19  

（8）色々な事業や施策が並べられてい

るが、これを示されたところで、自殺しよ

うとしている人には何の救いにもならな

い。行政職員が、事業や施策をすべて

把握した上で、区民の抱える困りごとを

丁寧に聞き取り、責任を持って適切な

支援に結びつける「コーディネーター」と

なる事が大切ではないか。 

区職員が区民の抱えた問題を傾聴

して把握し、支援に適切に結びつけ

るための、意識づけやゲートキーパ

ー研修、及び情報共有を推進して

まいります。 

 

20  

（9）「区民一人ひとりが～考えて行動し」

とあるが、先ずは行政職員が行動するよ

うにならないと、区民は行動などしない

のではないか。行政職員が、区民一人

ひとりが抱える課題や問題を「自分事」と

して考えて行動するべきではないか。 

自殺対策は行政の役割も重要です

が、行政だけで取り組むものではな

いことから、各々の立場で協力いた

だけるよう、普及・啓発に引き続き努

めてまいります。 区も、区民の抱え

た問題を「自分事」として考え支援に

努めてまいりますので、本計画 1 ペ

ージにもその旨、文言を書き添えま

した。 
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№ 項目 意見の概要 区の考え方 

21 

 

 

（10）行政組織は「縦割り」のそのもの

で、区民が相談しようとしても、「管轄で

はない」「担当部署ではない」などとあし

らわれてしまい、結果諦めてしまう。相

談を受けた職員が、区民の抱える困りご

とを「我が事」として受け止め、関連する

部署や機関と緊密に連携をとりながら、

責任をもって「丸ごと」解決に向けて応じ

られるようになるべきではないか。 

「いのちを支える地域づくり」をめざ

し、庁内でも、連携・協力を深めてま

いります。 

22 

計画全般に 

 

関すること 

（11）自殺者を数としてしか捉えていな

いのではないか。亡くなられた一人ひと

りの事を「自分事」「我が事」として真剣

に考えなければ、有効な計画は立てら

れないし、自殺を防ぐことはできないの

ではないか。 

「いのちを支える地域づくり」をめざ

すためには、区・関係機関・民間・地

域が協働した取組が重要との視点

から、本計画を策定しています。 

 

23  

（12）板橋区がこれまでやってきた事業

と大差がないようで、成果も期待できな

い。これを期に現行の事業を検証した

上で大胆に見直し、より実効性のあるも

のに総合的に立て直すべきではない

か。 

ご意見として承りました。 

24 要望事項 

このパブリックコメントを公表する際に

は、区民の貴重な意見を行政側が勝手

に概要にして掲載するのではなく、区民

の意見の原文そのまま掲載すべき。 

どうしても概要で公表するのであれば、

事前にその意見提出者の了解を得るべ

き。 

パブリックコメントは、「板橋区区民

参加推進規定」に基づき、概要とし

て公表することを事前にお知らせし

て募集しておりますので、ご理解く

ださい。 

25 その他意見 

板橋区は死に場所もたくさんあり、希死

念慮を抱く孤独な人々が、勇気を出し

て助けを求めようとしても、すぐさま助け

を求められる環境がない。すぐに助けを

求められる環境が難しいならば、せめて

保健師の数を増やすなどの対策を講じ

て欲しい。助けて欲しい。 

（※プライバシーに関する部分は伏せて

あります。） 

ご意見として承りました。 

（※プライバシーに関する部分につ

いては、個別に対応しております。） 

 


